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論文審査の結果の要旨 

 

１ 研究目的の評価 

本研究の目的は、圧痕性浮腫に対する計測機器として新たに開発した圧

痕深度計測の妥当性を検討することであり、目的は十分に妥当である。 

 

２ 研究手法に関する評価 

外的基準を周径値および超音波画像による皮下軟部組織厚の 2つに設定

し､それぞれ異なる患者集団を対象とした。いずれも浮腫を呈する患者群

であり､デジタルフォースゲージを用いて､第 1および第 5中足骨骨頭を結

ぶ線の中央部分を約 20N の圧力で 10 秒間圧迫して圧痕を作成､10 秒間そ

のまま放置した後に､圧痕深度計測機器を用いてその深さを計測した。周

径値は同部位の周径をテープメジャーで測定､皮下軟部組織厚の測定には

超音波画像装置を使用し､皮下の脂肪層上部から第 3 中足骨骨頭の上部ま

での組織厚を計測しており､研究方法も妥当である。 

 

３ 解析・考察の評価 

上記手法で解析した結果、圧痕深度値と周径値との間に有意な相関関係

を認めなかったが､皮下軟部組織厚との間には有意な正の相関関係

（rs=0.736）を認めた。以上より、圧痕深度値は皮下軟部組織厚を反映し

ていることが示され､圧痕性浮腫の定量評価として十分に妥当性のある評

価法であることが示唆された。今後､臨床現場における浮腫の評価に関連

する研究への進展が大いに期待される。 

 

以上のように本論文は浮腫の臨床的評価に関する研究に貢献するとこ

ろが大であり、審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと

判断した。 

 


